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ま え が き

少子高齢社会の到来、それに伴う労働力人口減少の動向と展望、労働者の価
値観の多様化等を背景に、ワーク・ライフ・バランスが政府の重要政策として
クローズアップされて久しい。労働政策研究・研修機構（JILPT）では、独立
行政法人としての発足直後の第１期中期目標期間（２００３年１０月―２００７年３月）に
おいて、厚生労働省から示された課題に対応し、プロジェクト研究として「仕
事と生活の調和を可能にする社会システムの構築に関する研究」を実施し、そ
の成果を２００７年『仕事と生活 体系的両立支援の構築に向けて』と題する冊子
に取りまとめた。
くしくも、この２００７年末には政労使の三者によって構成される官民トップ会

議において、いわゆるワーク・ライフ・バランス憲章が策定され、この分野に
おけるより一層の政策進展が求められるようになった。このような背景のも
と、労働政策研究・研修機構では、２００７年４月に始まる５年間の第２期中期目標
期間においても、第一期の成果を踏まえ「多様な働き方への対応、仕事と生活
の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた就業環境の整備の在り方
に関する調査研究」をプロジェクト研究のテーマの一つとすることとし、以後
このテーマのもとで様々な研究がおこなわれてきた。
本書は、そのような研究のうち、特に「ワーク・ライフ・バランスの実現に

向けた就業環境の在り方」に関連が深いものをまとめたものである。本書に搭
載された研究の中には、中期目標期間の初期に研究が行われたものも含まれて
おり、その意味で、その後の経済環境の変化を踏まえた早急な再度の調査研究
が期待されるものもある。しかし、そのような研究も含め、できる限り本書に
おいて、ワーク・ライフ・バランスについての多角的なアプローチを提示する
ことを目指した。
本書が、国及び地方公共団体の政策担当者の方々、企業、労働組合、及び研

究者等のワーク・ライフ・バランスに関心のある専門家の方々にご活用いただ
ければ幸いである。

２０１２年３月
独立行政法人 労働政策研究・研修機構

理事長 山口 浩一郎
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